
責任ある鉱物調達方針 

 
鉱物を紛争地域および高リスク地域から調達している場合、OECD ガイダンス Annex Ⅱに記述されて
いる、紛争や人権侵害などへの関与のリスクが存在しています。  
当社は、紛争地域および高リスク地域からの紛争や人権侵害などへの関与が明らかな鉱物を調達しな
いことを基本方針として、対象となる鉱物およびサプライチェーンに関連するリスクを特定・評価し、適切な
対応を行うことで、持続可能かつ責任ある鉱物調達に取り組みます。 
 
① 社内体制の構築  

‒ 当社は、責任ある鉱物調達を推進するため、鉱物調達における管理体制を構築し、以下の
対応を実施します。 

② サプライチェーンにおけるリスクの特定・評価 
‒ 当社は、サプライヤーに対して「クレハグループサプライチェーン CSR ガイドライン」を通じて、紛

争地域および高リスク地域からの鉱物の調達が、紛争や人権侵害などへの関与のリスクを伴う
ことを共有します。その上で、対象となる鉱物およびサプライチェーンに関する各種鉱物調査を
実施し、リスクの特定および評価を行います。 

③ サプライチェーンにおけるリスクへの対応 
‒ 当社は、紛争鉱物（タンタル、錫、タングステン、金）を原材料として使用する場合、RMAP

認証を受けた精錬所製の対象鉱物を使用した原材料の調達を推奨し、サプライヤーに対して
リスク低減に向けた対応を要請します。 

‒ 紛争鉱物に限らず、対象となる鉱物と産出地域に関して、関連する法規制や社会的状況等
の情報を定期的に確認し、鉱物調査の範囲と対応方法を見直します。 
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